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■ 第８回小さな村 g7 サミット開催
■ 村議会 6 月定例会
■ 令和８年度 第 1 回学校運営協議会
■ 村選挙管理委員会が優良団体表彰
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トピックス

「丹波山村らしさ」を考える

タバスキーがアニメに！
YouTube で公開中

人口と世帯（6 月 1 日現在）

人口 494
世帯 287

男
255

女
239

　
「
丹
波
山
村
」
と
聞
い

て
思
い
浮
か
ぶ
の
は
何
で

し
ょ
う
か
？
自
然
、舞
茸
、

多
摩
川
…
、
人
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す

が
、
昨
年
10
月
に
長
崎
幸

太
郎
山
梨
県
知
事
が
村
を

訪
れ
、
住
民
と
意
見
交
換

を
し
た
際
に
、「
丹
波
山

村
の
魅
力
を
表
す
一
言
を

見
つ
け
た
い
」
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し

た
。
山
梨
県

で
は
今
年
度

か
ら
「『
市

町
村
ら
し

さ
』
発
見
・

発
信
支
援
事

業
」
が
始
ま

り
、
地
域
ら

し
さ
の
言
語

化
（
＝
文
化

的
テ
ロ
ワ
ー

ル
）
に
取
り

　タバスキーのアニメーション動画が完成しまし
た。UFO に乗って空から飛んできた謎の黄色い生
き物・タバスキー。タバスキーが不時着した先は、
緑豊かな丹波山村でした。偶然出会った少女に導か
れて村内を巡るうちに、すっかり「丹波好き～」に。
少女の声は、丹波山村ふるさと大使の池田レイラさ
んが担当してくださいました。喜んだり、驚いたり、
しゃべったり（？）するタバスキーの姿に、ぜひご
注目ください。

組
ん
で
い
ま
す
。
丹
波
山

村
は
こ
の
事
業
の
モ
デ
ル

自
治
体
の
一
つ
に
選
ば

れ
、
6
月
11
日
に
開
か
れ

た
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
「
土
地
」

を
語
源
と
す
る
言
葉
で
、

主
に
ワ
イ
ン
用
語
と
し
て

知
ら
れ
、
気
候
や
土
壌
、
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6 月 1日から 2日にかけて、老人クラブの旅行で房総半島を訪れました。海ほたるパーキングエリアでは、東京湾をバックに記念撮影。晴天に恵
まれ、楽しい 2日間となりました。

今月の
 タバスキー村長室から

標
高
な
ど
の
自
然
条
件
が

合
わ
さ
っ
て
生
み
出
さ
れ

る
「
そ
の
土
地
特
有
の
味

わ
い
」
を
指
し
ま
す
。
文

化
的
テ
ロ
ワ
ー
ル
は
、
自

然
や
風
土
、
歴
史
な
ど
を

織
り
交
ぜ
た
、
地
域
の
本

質
的
価
値
を
表
す
言
葉
の

よ
う
で
す
。

　
今
後
、
7
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
村
内
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
地
域

の
魅
力
や
大
切
に
し
た
い

価
値
、
目
指
し
た
い
未
来

の
姿
な
ど
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
今
後
の
村
の
未

来
を
つ
く
る
施
策
の
土
台

と
な
る
も
の
と
し
て
、
み

な
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、「
丹
波
山

村
ら
し
さ
」
を
表
す
言
葉

を
見
つ
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「市町村らしさ」発見・発信支援事業キックオフ
イベント＝ 6月 11日、こうふ亀屋座

丹波山村アニメーション（YouTube）
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人口数百人の七つの村で構成する「小さ
な村 g7 サミット」を 5月 22 日から 24
日まで丹波山村で開きました。小さな村
ｇ７サミットは、平成 28年度に当時の地
域おこし協力隊の発案で丹波山村から始
まり、その後、福島県檜枝岐村、北海道
音威子府村、和歌山県北山村、岡山県新
庄村、高知県大川村、熊本県五木村の順
で開催。2巡目に入り、8回目となった今
回は、「さまざまな関わり方で支える小さ
な村の持続可能性」をテーマに学び合い、
交流を深めました。

第8回小さな村g7サミット開催
　　　　　　　　　マキタスポーツさんが二拠点生活語る

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
木

下
喜
人
村
長
は
、
丹
波
山

村
で
は
国
の
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
地
域
活
性
化

起
業
人
が
そ
れ
ぞ
れ
10
人

活
動
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
新
た
な
取
組
と
し
て

令
和
7
年
度
一
般
会
計
事

業
の
繰
越
に
つ
い
て

　
令
和
7
年
度
に
予
定
し

て
い
た
農
村
公
園
整
備
事

業
、
展
望
台
改
修
事
業
、

道
路
凍
上
災
害
対
策
事
業

の
実
施
を
令
和
8
年
度
に

繰
り
越
す
。
こ
の
う
ち
、

道
路
凍
上
災
害
対
策
事
業

（
宿
裏
道
路
修
繕
工
事
）

は
、
8
月
末
ま
で
に
完
了

予
定
。

職
員
の
社
会
貢
献
活
動
推

進
制
度
の
導
入
に
向
け
た

関
連
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
働
き
方
改
革
の
新
た
な

取
組
と
し
て
、
社
会
貢
献

活
動
を
目
的
に
職
員
が
営

利
企
業
等
で
報
酬
を
得
て

従
事
す
る
こ
と
や
、
自
営

業
に
よ
る
副
業
を
制
度
化

し
、
人
手
不
足
の
解
消
、

村
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
還
元

を
図
る
。
関
連
す
る
条
例

と
し
て
丹
波
山
村
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
及
び
丹

波
山
村
職
員
の
職
務
に
専

念
す
る
義
務
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

し
、
職
場
環
境
を
整
備
す

る
。

七
ツ
石
小
屋
の
使
用
料
の

引
き
上
げ
に
係
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

物
価
高
騰
を
鑑
み
、

小
屋
の
使
用
料
を
令
和

8
年
7
月
1
日
か
ら
引

き
上
げ
る
。
素
泊
ま
り

料
を
４
０
０
０
円
か
ら

６
０
０
０
円
、
管
理
料

を
１
０
０
０
円
か
ら

２
０
０
０
円
、
休
憩
料
を

５
０
０
円
か
ら
１
０
０
０

円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
る
。

村 議 会
6 月定例会

　
丹
波
山
村
議
会
の
6
月

定
例
会
は
、
9
日
に
開
会

し
、
17
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。

　
開
会
に
あ
た
り
木
下
喜

人
村
長
は
、「
報
道
に
あ
っ

た
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
よ
る
懲
戒
処
分
に
つ
い

て
、
深
く
お
詫
び
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
規
定
の
制
定
や
、

外
部
相
談
窓
口
の
設
置
、

研
修
な
ど
を
実
施
し
て
き

た
中
で
こ
う
し
た
問
題
が

発
生
し
た
の
は
残
念
。
現

代
の
尺
度
で
は
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
へ
の
対
応
は
当
然

の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
よ

り
良
い
職
場
環
境
づ
く
り

を
し
て
い
く
」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
報
告
5

件
、
条
例
、
補
正
予
算
な

ど
計
15
議
案
に
つ
い
て
審

査
。
令
和
8
年
度
一
般
会

「
大
人
の
地
域
留
学 

丹
波

山
村
編
」
を
始
め
た
こ
と

な
ど
を
紹
介
。「
人
口
減

少
が
進
む
自
治
体
だ
か
ら

こ
そ
、
多
様
な
人
が
継
続

的
に
関
わ
る
地
域
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
重
要
」
と

語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
共

同
宣
言
で
は
、
人
口
減
少

社
会
の
最
前
線
に
立
つ
小

規
模
自
治
体
の
現
場
を

「
日
本
の
将
来
を
映
す
縮

図
」
と
位
置
付
け
、「
定

住
人
口
だ
け
で
な
く
、
関

係
人
口
や
交
流
人
口
、
企

業
・
団
体
な
ど
多
様
な
主

体
が
地
域
に
関
わ
り
続
け

る
仕
組
み
が
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
基
盤
に

な
る
」と
の
認
識
を
共
有
。

小
規
模
自
治
体
同
士
の
連

携
強
化
や
政
策
立
案
、
人

材
交
流
、
国
へ
の
提
言
活

動
な
ど
を
進
め
て
い
く
方

針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
た

マ
キ
タ
ス
ポ
ー
ツ
さ
ん

は
、
丹
波
山
村
に
魅
了
さ

れ
た
妻
の
猛
烈
な
移
住
へ

の
熱
意
か
ら
始
ま
っ
た
二

拠
点
生
活
に
つ
い
て
紹

介
。「
都
会
に
疲
れ
た
か

ら
田
舎
へ
、
と
い
う
感
覚

だ
け
で
は
地
域
と
な
じ
め

な
い
場
合
も
あ
る
。
村
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
地
域
住

民
と
の
心
の
交
流
が
大

切
」
と
、
都
内
と
村
と
を

行
き
来
す
る
こ
と
で
感
じ

て
い
る
田
舎
暮
ら
し
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
語
っ
た

ほ
か
、「
地
域
側
も
ど
ん

な
人
材
を
求
め
て
い
る
の

か
発
信
す
る
べ
き
」
な
ど

と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
島
根
県
海

士
町
の
青
山
達
哉
さ
ん
に

よ
る
同
町
の
取
組
の
紹

介
、
7
村
の
職
員
ら
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

丹
波
山
村
教
育
長
の
任
命

に
つ
い
て

　
吉
野
喜
久
男
教
育
長
が

令
和
8
年
6
月
30
日
付
で

任
期
満
了
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
後
任
に
嶋
﨑
修
氏

（
山
梨
市
大
野
、
65
歳
）

を
任
命
。
任
期
は
、
令
和

8
年
7
月
1
日
か
ら
令
和

11
年
6
月
30
日
ま
で
の
3

年
間
。

令
和
8
年
度
補
正

予
算

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業　

5
2
4
万
９
０
０
0
円

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一

つ
と
し
て
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
を
受
け
、
奥
秋

地
区
と
下
組
地
区
の
自
治

会
に
除
雪
機
や
ガ
ス
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
折
り
畳

み
式
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
、

テ
ン
ト
な
ど
を
備
蓄
す

る
。

　
　
　
　
■

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
補

助
事
業　
1
5
0
万
円

　

一
般
社
団
法
人
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
行

う
「
地
方
創
生
に
向
け
て

“
が
ん
ば
る
地
域
〞
応
援

事
業
」
の
助
成
を
受
け
、

鴨
沢
地
区
の
住
民
や
移
住

者
、
地
域
外
の
支
援
者
が

参
画
す
る
地
域
組
織
（
鴨

沢
地
域
応
援
団
）
を
立
ち

上
げ
る
。

サマージャンボ7億円
（1等5億円・前後賞各1億円合わせて）

サマージャンボプレミアム12億円
（1等8億円・前後賞各2億円合わせて）

サマージャンボミニ5千万円
（1等3千万円・前後賞各1千万円合わせて）

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

 6月30日●火3種類同時発売!
発売期間 6/30（火）～7/31（金）

プレミアム：1枚 500円
ジャンボ・ミニ：1枚 300円

公益財団法人山梨県市町村振興協会

計
補
正
予
算
第
１
回
に
つ

い
て
、
地
域
未
来
交
付
金

事
業
費
を
歳
入
・
歳
出
予

算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
2
憶

９
９
３
２
万
２
０
０
０
円

を
減
額
す
る
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質

問
は
２
議
員
が
行
っ
た
ほ

か
、
中
東
情
勢
に
伴
う
物

価
高
騰
、
資
材
不
足
等
か

ら
中
小
零
細
・
個
人
事
業

者
へ
の
支
援
・
対
応
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
が
あ

り
ま
し
た
。

　
主
な
議
決
内
容
は
以
下

の
と
お
り
。
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集落支援員

（３）

　
地
域
の
見
守
り
や
集

落
の
維
持
・
活
性
化
を

目
的
と
し
た
集
落
支
援

員
制
度
を
活
用
し
、
村

内
各
地
で
支
援
員
（
通

称
：
草
刈
り
隊
）
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
40
代
か
ら
80
代

ま
で
の
9
人
が
刈
払
機

の
取
扱
講
習
を
受
講

し
、
耕
作
放
棄
地
の
草

刈
り
や
電
気
柵
に
絡
み

つ
い
た
ツ
タ
の
除
去
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
し
な
が
ら
、
リ
ズ
ム

感
や
表
現
力
、
集
中
力
を

育
む
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
の

無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン
を
、

7
月
5
日
（
日
）
に
交
流

促
進
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で

開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
講
師

の 

長
尾
真
奈
さ
ん
。
親

子
で
楽
し
く
参
加
で
き
る

内
容
で
、
初
め
て
の
お
子

さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

　
5
月
16
日
に
開
催
さ
れ

た
第
38
回
山
梨
県
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
部

丹波山村
選挙管理委員会が
優良団体表彰

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

で
部
門
優
勝

7/5に親子で楽しむ「リトミック」
無料体験レッスンの参加者募集中

最
年
長
者
は
83
歳
！　
「
草
刈
り
隊
」
が
頑
張
っ
て
い
ま
す

地域おこし協力隊通信

　

地
域
住
民
や
保
護
者
、

学
校
関
係
者
ら
で
組
織
す

る
学
校
運
営
協
議
会
の
令

和
8
年
度
第
1
回
会
議

を
、
5
月
19
日
に
丹
波
小

学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
会
長
に
日
永

龍
彦
氏
を
再
任
し
、
吉
野

喜
久
男
教
育
長
か
ら
各
委

員
へ
任
命
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度

の
活
動
計
画
や
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
承
認

し
た
ほ
か
、
丹
波
山
村
が

目
指
す
教
育
の
あ
り
方
と

し
て
新
た
に
掲
げ
た
「
丹

波
山
式
ゆ
る
イ
エ
ナ
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）
事
業
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
「
味
噌
づ
く
り
」
が
今

年
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
今
年
は
保
育
所
児
10

人
、
小
学
生
19
人
、
中
学

生
７
人
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
５
月
20
日
に
は
昨
年
収

穫
し
た
大
豆
を
育
苗
ポ
ッ

ト
に
植
え
る
種
ま
き
を
行

い
、
６
月
８
日
に
は
畑
を

耕
し
て
畝
を
つ
く
る
「
さ

く
切
り
」、
９
日
に
は
苗

植
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

保
育
所
児
か
ら
中
学
生
ま

ニュース
News

今月の

村の子どもたち

　
午
後
1
時
30
分
か
ら
午

後
2
時
30
分
ま
で
は
、
未

就
学
児
か
ら
小
学
2
年
生

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　
午
後
3
時
か
ら
午
後
4

時
30
分
ま
で
は
、
小
学
3

年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
を

対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
、
定

員
は
各
回
12
人
（
先
着

順
）。
申
込
期
限
は
6
月

28
日
（
日
）
正
午
ま
で
で

す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　

 

村
上
陽
基
）

で
が
協
力
し
な
が
ら
作
業

を
進
め
、
上
級
生
が
下
級

生
を
自
然
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、「
オ

オ
カ
ミ
印
の
里
山
ご
は

ん
」
店
主
の
坂
本
裕
子
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
６
年

前
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち

は
種
ま
き
か
ら
栽
培
、
収

穫
、
脱
穀
、
味
噌
の
仕
込

み
ま
で
を
１
年
間
か
け
て

体
験
し
、
地
域
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
食
文
化
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
き
ま

す
。

　

大
豆
が
枝
豆
と
な
り
、

や
が
て
味
噌
へ
と
姿
を
変

え
て
い
く
過
程
を
学
ぶ
こ

と
で
、
食
べ
物
が
で
き
る

ま
で
の
苦
労
や
喜
び
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
伝
統
や
暮
ら
し
の
知
恵

を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
5
月
29
日
に
開
か
れ
た

第
77
回
山
梨
県
選
挙
管

理
員
会
連
合
会
通
常
総

会
で
、
丹
波
山
村
選
挙
管

理
委
員
会
が
第
51
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る

優
良
団
体
と
し
て
表
彰
さ

れ
、
田
中
雄
二
委
員
長
が

表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け

取
り
ま
し
た
。
今
回
の
表

彰
で
は
、
丹
波
山
村
の
投

票
率
の
高
さ
と
適
切
な
選

挙
執
行
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
丹
波
山
村
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
今
後
も
適

切
な
選
挙
事
務
に
努
め
ま

す
。

門
に
、
丹
波
山
村
か
ら

５
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
ス

タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で

CS 活動　大豆から育てる味噌づくり①

令
和
８
年
度 

第
１
回
学
校
運
営
協
議
会

の
所
要
時
間

や
、
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト

で
の
ゲ
ー
ム

の
得
点
、
ク

イ
ズ
の
正
答

数
な
ど
を
総

合
し
て
順
位

を
競
う
競
技

で
す
。
昨
年

2
位
だ
っ
た

雪
辱
を
果
た

し
、
見
事
1

位
を
獲
得
し

ま
し
た
。
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…………………………………………
７月は「社会を明るくする運動」強
調月間
…………………………………………
「社会を明るくする運動」は、犯罪や
非行の防止と、犯罪や非行をした人の
更生について理解を深めることを目的
とした全国的な運動です。全ての国民
がそれぞれの立場で力を合わせ、新た
な被害者や加害者を生まない、安全で
安心な明るい地域社会を築くことを目
指しています。この運動は、保護司を
はじめとするボランティアの皆さんを
中心に推進されています。皆さまのご
理解とご協力をお願いします。
…………………………………………
肝臓の健康について考えてみません
か？
…………………………………………
肝疾患に関する正しい知識の普及と予
防の推進を目的として、7月28日は「日
本肝炎デー」、この日を含む1週間（今
年は7月27日～ 8月2日）は「肝臓
週間」と定められています。肝炎は、
放置すると肝硬変や肝がんへ進行する
恐れのある病気です。肝がんの原因の
約 80％は肝炎ウイルスによるものとい
われていますが、早期に発見し適切な
治療を受けることで、治癒や重症化の
予防が期待できます。肝炎検査を受け
たことがない方は、この機会にぜひ検
査を受けましょう。

…………………………………………
個人住民税の納税を騙ったメール
に注意
…………………………………………
市町村の税務担当者を装い、コード決
済サービスを利用して住民税の納付を
促す詐欺メールが確認されています。
身に覚えのない不審なメールが届いた
場合は、記載されたURLへアクセスし
たり、個人情報を入力したり、支払い
手続きを行ったりしないようご注意く
ださい。また、不審なメールは速やか
に削除してください。　
…………………………………………
職場におけるハラスメント対策が強
化されます
…………………………………………
令和 8 年10月1日から、全ての事業
主に対し、カスタマーハラスメント防
止措置および求職者等に対するセク
シュアルハラスメント防止措置を講じ
ることが義務付けられます。具体的に
は、①事業主の方針等の明確化と周
知・啓発、②相談体制の整備、③事
案発生後の迅速かつ適切な対応およ
び再発防止措置、④相談者のプライバ
シー保護や相談を理由とした不利益な
取扱いを行わない旨の周知などについ
て、改正法および指針に基づいた対応
が必要となります。詳しくは、山梨労
働局へお問い合わせください。
【問い合わせ先】山梨労働局雇用環境・
均等室 TEL：055-225-2851

お知らせ　Information

【場所】丹波山村役場２階大会議室
【時間】15:00 ～17:00
【内容】	 3 日㈮	 囲碁・将棋・健康麻雀
	 10 日㈮	 LEGO®
	 17 日㈮	 読書の会
	 24 日㈮	 塗り絵・スケッチ
	 31 日㈮	 手芸・編み物

日 月 火 水 木 金 土
28 29 30 1 2 3

カルチャークラブ
4

 燃えるゴミ  プラスチック  燃えるゴミ

5 6 7
鴨沢出張診療所
診察日

8
タバスキースポーツ
クラブ

9 10
カルチャークラブ

11
祇園祭
（ささら獅子舞）

 燃えるゴミ  ペットボトル  ビン  ミックス紙  燃えるゴミ

12
祇園祭
（ささら獅子舞）

13 14 15 16 17
カルチャークラブ

18

 燃えるゴミ  カン  燃えるゴミ  粗大ゴミ  燃えるゴミ

19 20
海の日

21
行政相談

22
タバスキースポーツ
クラブ

23 24
カルチャークラブ

25

 燃えるゴミ  ダンボール  雑誌  燃えるゴミ

26 27 28 29 30 31
カルチャークラブ
移住出張相談

1

 燃えるゴミ  新聞  燃えるゴミ  プラスチック  燃えるゴミ

カレンダー
ゴミ分別収集日程表7月

※小学生以下のお子さまが参加される場
合は、ぜひ保護者の方もご参加ください。
※手芸、編み物は材料をご持参ください。

元サッカーコーチで、地域おこし協力隊の佐藤啓人隊員が
教えるやさしいストレッチです。子どもからご高齢の方ま
で、どなたでも無理なく取り組める内容です。動きやすい
服装でお越しください。

夜もカルチャークラブ
「ストレッチ教室」　　　　　　　　　　

入退室自由・
村民なら誰でも参加OK！

カルチ
ャークラブ 小学生向け　『ミサンガ』

ミサンガディスクを使って、簡単
に編むことができます。
【持ち物】◎好きな色の刺繍糸　
45～ 50㎝を7本
※材料は各自持参してください。

【問い合わせ先】
教育委員会 0428-88-0211

熱中症は、正しい予防方法を知り、日頃から気を付けることで防ぐことができ
ます。熱中症患者のおよそ半数は 65歳以上の高齢者です。高齢者は暑さや
水分不足に対する感覚機能や体温調節機能が低下しているため、特に注意が
必要です。また、体温調節機能が未発達な子どもにも十分気を配りましょう。

熱中症にならないために

・こまめに水分を補給しましょう
・適度に塩分を補給しましょう
・快適な睡眠環境を整えましょう
・バランスの良い食事と十分な睡眠を心掛け、丈夫な体をつくりましょう

暑さに
負けない
体づくり

・気温や湿度をこまめに確認しましょう
・エアコンなどを活用して室内を涼しく保ちましょう
・通気性の良い衣服を選びましょう
・帽子や日傘を活用し、直射日光を避けましょう
・冷却グッズを上手に利用しましょう

暑さを
避ける
工夫

・飲み物を持ち歩きましょう
・こまめに休憩を取りましょう
・熱中症指数（WBGT）を確認しましょう

暑さから
身を守る

行動

固定資産税第2期、
国民健康保険税第
2期、
介護保険料第2期、
後期高齢者医療保
険料第1期、
簡易水道・下水道
使用料5・6月分納
期限


